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2 0 0 8～2 0 0 9 年度 R O T A R Y  C L U B  O F  T O Y O K A W A  H O I  C L U B  W E E K L Y 

 
 
 
 
 
例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会 長：大岩一仁  幹 事：夏目雅康  ＳＡＡ：大島嗣雄  会報委員長：太田 稔

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度第３８回  通算１１０９回  平成２１年４月２８日（火） 晴 
ゲ ス ト      愛知県立豊川養護学校本宮校舎 進路指導担当教諭 道奥宏さん 
ビジター  （なし） 
出席報告  川渕啓治委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 4／14修正出席率 

５４名 ４４+５名 ２９名 ５９．２％ １００％ 

司会進行  大島嗣雄ＳＡＡ 

★会長の挨拶及び報告  大岩一仁会長 

こんにちは。

ゴールデンウ

ィークに入り

ました。長い

ところでは、

16 連休にな
るということ

で、いつもな

ら嬉しい休みも、今年はちょっと複雑な休み

に感じます。長い休みを利用して海外へ出掛

ける人の足を止めるかのように、新型インフ

ルエンザ発生のニュースが入ってきました。

政府の対応についても発表されており、この

地域の保健所にも緊急電話相談口が開設され

ているようです。非常に怖い話しだと思いま

す。皆さんもお気をつけ頂きたいと思います。

そして感染が拡大しない事を願いたいと思い

ます。 
 本日の例会は、伴パスト会長の卓話です。

昨年 11 月の金沢の旅行の時からのお約束で
した。大型客船での旅は、とてもうらやまし

いです。でも、その長旅も、健康でなければ

できませんので、私も健康管理には気をつけ

たいと思います。皆さんも健康には充分留意

頂く事をお願いします。 
 

★幹事報告       夏目雅康幹事 

ウィークリー：新城ＲＣ 
例会臨時変更のお知らせ：新城ＲＣ 

★ＰＲ 

愛知県立豊川養護学校本宮校舎の新設の案内 

★委員会報告 

雑誌委員会（野中委員長） 
 Ｒの友 4月号の紹介 
 Ｒの友への投稿のお願い 
国際奉仕委員会（小野委員長） 
 緊急支援物資募集のお願い 

★卓話         伴 辰三会員 

「エーゲ海・地中海・16日間ｸﾙｰｼﾞﾝｸﾞ」 

 念願のク

ルージング

に行って来

ました。小

学生の頃に

イギリスの

クイーンエ

リザベス号

が日本の名古屋、神戸、横浜に寄港している

姿を見て、あの大きな船に乗ってみたいとい
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う夢がありました。やっと、昨年の 10 月 18
日から 11月 2日にその夢が実現しました。ア
メリカ国籍のセレブリティ・サミット号で行

ってきました。従業員のしつけが素晴らしく

て、その管理の方法もまた素晴らしいです。

16日間、夜の間に船で走って、朝になると港
についている。そこに大型バスが待っていて

観光をして、夕方 6時には船に帰るのです。
16 日間退屈させないようなスケジュールが
組まれており、先進国のクルージングの仕方

が進んでいるという印象を受けました。 
 私の乗ったセレブリティ・サミット号は、

総トン数 91,000
トン、乗客定員

1,950 人、航海
速力 44km／時、
全長 294ｍ、全
幅 32ｍ、就航年
2001年 10月。 
船の国籍は、税金が安いところになってい

ます。20世紀を代表する客船のクイーンエリ
ザベス 2世号は、1969年に就航し、41年間に
世界一周を 25回しています。私の子どもの頃
に見たのは、その 2～3回のうちだと思います。
2008 年 11 月に最後の航海をし、現在はドバ
イで洋上ホテルに改装され開業する予定にな

っていましたが、現在のドバイの様子からオ

ープンが遅れるのではないかと思います。こ

の客船の後は、クイーンヴィクトリア号が

2007 年 12 月から就航しています。世界に航
行している客船の 24隻のうち 11隻がイタリ
ア籍です。ローマ帝国の後裔であるイタリア

が、海洋事業に積極的に行動しているか良く

わかります。1970年ぐらいにクイーンエリザ
ベス号では高くて乗れないという人たちのた

めに、船を大きくし、乗客を 2000～4000人と
増やしていきました。私たちがローマに行っ

たときに、24 隻の中の 11 隻がローマ港に停
泊していました。いかにイタリアが観光に力

を入れて、観光収入を国の大きな柱に育て上

げているのか良くわかります。船長以下従業

員が乗客の 3分の 1ぐらいいます。3000人乗
客がいれば、1000人の従業員が船内にいます。
いろんなイベントが行なわれるのに、同じイ

ベントを行なわないところも芸が細かいと思

いました。私は暇な時間を持て余すのではな

いかと思い、10冊ほどの本を持っていきまし
たが、時間がなくて半分も読めませんでした。

お客さんを飽きさせない、満足してもらえる

サービスを実によく考えて行なっています。

アメリカ人が圧倒的に多かったのですが、ほ

とんどが夫婦で参加しており、東洋系は 1割
ぐらいしか居なかったです。韓国・台湾・日

本、日本からは 13人でした。東洋系の人たち
の遊び方と白人の人たちの遊び方、歴然たる

差がありました。ゆっくりゆったり遊ぶとい

う点で大いに見習わないといけないと思いま

した。実にユーモアがありました。私たち夫

婦はスピーチがぜんぜんダメですから、私の

妹が通訳を兼ねて一緒に行きました。東洋系

と白人では、体型が違いますので、食べる量

が全く違います。私たち東洋系は、フルコー

スの料理を残していました。船内で白人の人

たちとすれ違う時には、非常に威圧感を感じ

たりしました。 
船内のエンターテーメントは、どの時間帯

も退屈しないように企画されており、この辺

りのサービスのシステムは、日本の旅行会社、

ホテルは大いに研究しないと今後これからの

観光のスタイルを知る日本人が多くなってく

るので、競走が激しくなってくると思います。 
世界遺産に登録されている場所を何箇所も

見学するのですが、どこもボロボロになって

いました。欧州の人たちは、壊れたものを復

元して元の通りにする技術が非常に早いです。

設計図面が残されております。欧州の建物は、

新築してから約 400年は全く手をつけなくて
も大丈夫だそうですから、400 年経ったもの
から復元していくのだそうです。人間は、2000
年前に作った石の建物を紛争などでナゼ壊し

てしまうのか。見る度に人類に平和がいつ訪

れるのか。21世紀になったらもう少しロマン
チックで、平和で豊な暮らしが出来るのかと

思いましたが、相変わらず人間の私利私欲我

欲は、国益という形でも押し出して争いをし

ています。21 世紀になり、欧州の人たちが、
どのような形で世界中の観光事業に進出して、

自分たちも憩えるようになるのか。これから

は、世界を良く見ながら、人類社会に変化が

現れるのか、私たちロータリアンは勉強して

いく必要があると思います。今回、良い体験

をしました。できれば、1 年に 1 回ぐらい、
このような海外旅行をしたいと思っています。

ご静聴ありがとうございました。 
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★ニコニコボックス 

◎誕生日祝い 
 伊藤正幸会員 
 小田伊佐浩会員久子夫人 
 山田久就会員隆子夫人 
 柴田 勝会員 
 近藤哲司会員 
 小野喜明会員久美子夫人 
 波多野四郎会員千恵子夫人 
◎結婚記念日祝い 
 細井 勉会員ご夫妻 
 伊藤靖彦会員ご夫妻 
 柴田 勝会員ご夫妻 
 山口善功会員ご夫妻 
 近藤元重会員ご夫妻 
◎事業所創業祝い 
 水野太一会員 ㈱ユタカハウジング 
 星川佳伸会員 ㈱星川組 
◎入会記念日祝い 
 山田久就会員 
 度会尚志会員 
◎その他 
 小野喜明会員 誕生日を祝って頂き 
 波多野四郎会員 〃 
 細井 勉会員 結婚記念日を祝って頂き 
 伊藤靖彦会員  〃 
 水野太一会員 事業所創業を祝って頂き 
 冨田高子会員 入会記念日を祝って頂き 
 度会尚志会員  〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロータリー情報 
 
イタリア大地震の被災者に迅速な支援の手 
 

4月 6日、イタリア中部で大地震が発生、
300 人近い犠牲者が出ました。そのわず
か数時間後、シェルターボックスのボラ

ンティアチームが、家を失った数百世帯

に、245 個の救援物資セットを届けまし
た。 
 
この大地震により、数万人がホームレス

となり、山間地帯にある町、ラクイラで、

少なくとも 1 万 5,000 棟の建物が全半壊
の被害を受けました。 
 
地震被害による混乱の中、シェルターボ

ックスの救援チームと地元のロータリア

ン、そしてイタリアの市民保護団体が一

体となって、アッセルジ村の近くに 5 つ
のテント村キャンプを設置しました。 
世界中のロータリークラブが支援してい

る草の根の災害救援団体、シェルターボ

ックスでは、テント、毛布、浄水装置、

調理機器、そのほか生活するのに必要な

基本的な道具や物資の詰まった箱を提供

しています。この箱で、10人家族が 6か
月間生活することができます。 
 
最も被害が大きかったのは、アルバニア

とイタリアの一部を含む第 2090 地区で
す。同地区は、被災地への中期的・長期

的な救済プロジェクトについて話し合う

ため、今後 2 週間以内にイタリアのほか
の 9地区と会合を設ける予定です。 
また、最も被害の大きかった地域社会に

エンジニアと建築家を派遣し、専門技術

を提供する予定です。長期的には、地元

ビジネスの再建を支援する計画を立案中

です。 
 
災害援助を支援する方法はこちらをご覧

ください。 
http://www.rotary.org/ja/serviceandfellowshi
p/DisasterRelief/howtohelp/Pages/ridefault.
aspx 
 

インターネット速報より抜粋 
 
 

会報担当者：太田稔会員、樅山修一会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


